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はじめに
学習院大学は、
﹃源氏物語﹄
﹁須磨﹂巻︵三条西家旧蔵本︶を所
蔵
し
て
い
る［図一］
。こ
れ
は、江
戸
初
期
に
書
写
さ
れ
た
本
で
あ
り、
折紙綴葉装という装訂であ
［一］る。折紙綴葉装は、連歌師たちが所持
していた本に多くみられ、持ち運びに適したものであ
［二］る。本帖は、
折紙綴葉装の中でも特にサイズが小さく、仮綴の糸も残っており、珍しいものである。また、後表紙見返にある﹁入道久我殿女房﹂の書き入れは、三条西家と久我家の関わりを示すものと考えられる。では、本帖 わゆる三条西 本源氏物語とどのような関係にあるのだろうか。
本稿では、本帖の書誌を示し、本文と書き入れを翻刻し、日本
大学が所蔵する三条西家旧蔵本﹁須磨﹂
［三］巻と比較して、本帖の位
置づけを行なう所存 ある。ただし、紙幅の制限があるため、全体のほぼ半分にあた 第三〇丁ウラまでのみを扱うこととする。
一．書誌解題︻請求番
号︼
 
七二三︵Ｂ一一三︶
︻装
　　
訂︼
 
折紙綴葉装
　
一帖
︻書写年代︼
 
江戸時代初期
︻寸
　　
法︼
 
縦一三
・
六
㎝、横九
・
八
㎝
︻外
　　
題︼
 
 後
補
の
子
持
ち
枠
題
簽︵縦
九
・
五
㎝、横
二
・
五
㎝。木
版本に使用される枠と同等のもの︶に﹁源氏物語
　
須磨巻﹂と墨書。
︻表
　　
紙︼
 
 後
補。錆
鉄
御
納
戸
の
地
に
八
つ
丁
字
車︵三
条
西
家
家
紋︶
。
︻見
　　
返︼
 
 楮紙。
︵本文料紙に表紙を直接貼り付けている。
︶
︻本文料紙︼
 
楮紙。
︻内
　　
題︼
 
 なし。ただし、見返しに原表紙と思わ ﹁須磨﹂と
書
か
れ
た
紙︵縦
三
・
五
㎝、横
一
・
六
㎝︶が
貼
ら
れ
ている。
［図二］
三条西家旧蔵本（学習院大学所蔵） 『源氏物語』
?
「須磨」巻の書誌解題と翻刻
―日本大学所蔵三条西家旧蔵本との比較―（前半）
武藤那賀子
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︻紙
　　
数︼
 
 全
五
十
七
丁︵前
遊
紙・後
遊
紙
な
し︶
。五
枚
ず
つ
の
綴
じが六折。ただし、一折目は、見返しに二丁貼られており、一丁目はほぼ損なわれている。
︻字
　　
高︼
 
 約一一
・
五
㎝。
︻半葉行数︼
 
 九行。
︻和歌表記︼
 
 歌は二字下り。一首二行書きで二行目は下がらず、また末尾は地の文に続く。
︻書き入れ︼
 
 墨・朱墨で異本注記、補入 あり、朱墨で合点が入っている。また、後表紙見返に﹁入道久我殿女房﹂と小字で墨書
［図三］
︻保存状態︼
 
 良。数箇所に破れあり。
︻蔵
書
印︼
 
 見返の原題箋にかかるようにして﹁学習院図書館﹂の朱正方印陽刻。後見返に﹁学習院図書館﹂の朱楕円印陽刻があり、そこに﹁昭和
24.4.1 ﹂とある。
図一
　
学習院大学所蔵『源氏物語』 「須磨」巻
　
表紙
図二
　
見返し・一丁オモテ
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折紙綴葉装の一折目は、見返に二丁貼られており、一丁目はほ
ぼ損なわれている。また、見返に貼られた﹁須磨﹂の紙は、本文料紙と同じ紙であるにもかかわらず、変色している。こ ことから、この﹁須磨﹂の紙片は、表紙をつけるより前の仮綴じの状態のときの原表紙にあたる部分に書かれていたものであり、八つ丁字車紋の現在の をつけ にあたって 変色した原表紙を切り取り、それを 見返に貼ったものと思われる。ま 、現在の表紙をつけて製本したにもかか らず仮綴じの糸が残っていること、 に使用されている料 は三条西家本諸本に広くみられるものであることなどから、本帖は、他にも多くの本がられる状態の中で、本としての体裁を整えた で ろうといえる。
松尾聡の手によって、学習院大学国語国文学研究室︵現日本語
日本文学研究室︶が、三条西家より本を直接譲り受けたのは、昭和
二三年一二月二七日と昭和二四年三月四日の二度であ
［四］る。後見
返
し
に
あ
る
朱
楕
円
印
の﹁昭
和
24.4.1 ﹂の
記
載
か
ら、本
帖
も、昭
和
二四年三月四日に譲り受けた本 うちの一帖である 考えられる。
二．本文と書き入れの翻刻、および日本大学本との比較
以下では、本帖の第三〇丁ウラまでの翻刻を行ない、日本大学
本と比較する。凡例その他は以下の通りである。凡例一．改行箇所や和歌の書式は原本のままとし、利用の便を考え、
丁数とその表裏、行数を付記した。
一．原本に用いられている変体仮名は、すべて現行の平仮名に統
一した。ただし、原本の平仮名中に片仮名を混用した箇所は、片仮名を平仮名に改めた。
一．清濁、句読点も原本のままにした。一．ミセケチは、現状では文字に二本線を引いている。こ ため
翻刻では、ミセケチを、取り消し線で示した。また、消した上で文字を補っている場合は、ミ
ミ
セセ
ケケ
チチ
にした文字の隣に補
った。
一．傍記は、該当する文字の横にそのまま示した。一．補入記号のない補入は︷
　
︸で示し、補入記号のある補入は
〈
　
﹀で示した。
一．虫食いなどの影響で見え辛くなったために判読し辛い文字は
︹
　
︺で括って示した。
一．問題のある箇所について アルファベットを付し、注を各丁
ごとに載せておく。
一．朱合点は、＼で示した。
図三
　
後表紙見返の書き入れ
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日本大学本との比較
学習院本の丁数の下にある丸括弧内に、日本大学本の該当丁数
を示した。学習院本の翻刻に一重傍線がある場合は、日本大学本との漢字と仮名の違いを示している。また、二重傍線 文字の違い
を
示
し
て
お
り、各
丁
の
最
後
に︻異
同︼の
項
目
を
掲
げ、
﹁学
習
院
本
　――
　日本大学本﹂となるようにして違いを示した。ただし、送
り仮名の有無、踊り字か仮名かの違いについては表記していない。なお、日本大学本 異同箇所の翻刻は、学習院本の凡例と同じである。
1オ︵
1オ～
1ウ︶
1　
世中いとわつらはしくはしたなきこと
2　
のみまされはせめてしらすかほにありへて
3　
もこれよりまさることもやと覚しなりぬ
4　
かのすまはむかしこそ人のすみかなとも
5　
ありけれ今はいと里はなれ心すこくてあ
6　
まの家たにまれになんと聞給えと人
 
7　
けく＼ひたゝけたらんす ひはいとほひなか
8　
るへしさりとて都を遠さからんもふ 里
9　
おほつかなかるへきを人わろくそおほしみ
た
︻異同︼
　
6　
え
　――
　へ
　　　
7　
ひ
　――
　ゐ
1ウ︵
1ウ～
2オ︶
1　
るゝよろつのこときしかた行すゑおもひつゝ
2　
け給にかなしきこといとさま〳〵なりうき物
3　
と思ひすてつる世もいまは すみはなれ
4　
なんことゝ
ａ
おほすにはいとすてかたき
 
5　
事おほかる中にもひめ君の明くれに
6　
そへては思ひな き給へるさま 心くる
7　
しくあはれなるを行めくりても又
8　
あひみん︹こ
ｂ
と︺をかならすとおほさんにて
9　
たに猶一二日のほとよそ〳〵 あり
ｃ
し
ａ
　﹁ゝ﹂の上に朱墨で﹁を﹂と表記。
ｂ
　﹁こと﹂の部分、紙の破れによる欠損がある。
ｃ
　﹁り﹂の
上
に
墨
で﹁か﹂と
表
記。な
お、こ
の
箇
所
は
日
本
大
学
本では﹁か﹂となっている。
︻異同︼
　
4　
ゝ
　――
　を
　　　
は
　――
　ナシ
　　　
7　
く
　――
　う
2オ︵
2オ～
2ウ︶
1　
くらすおり〳〵たにおほつかなき物に覚え
2　
女君も心ほそくのみ思ひ給へるをいくとせ
3　
そのほとゝかきりある ちにもあらす＼あ
4　
ふをかきりにへたゝ ゆかんもさため
5　
な
き世にやかてわかるへき＼かと
ａ
てにもや
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5
6　
といみしく覚え給へは忍ひてもろとも
7　
にもやとおほしよるをりあれとさる心ほそ
8　
からん海つらの波風 り外にたちま
9　
しる人なからんにかくらうたき御さまにて
ａ
　﹁と﹂は、朱墨で濁点を付される。
︻異同︼
　
 
2　
く
　――
　う
　　　
7　
を
　――
　お
　　　　
9　
人な
　――
　人もな
2ウ︵
2ウ～
3オ︶
1　
引くし給へらんもいとつきなくわか心にも
2　
中〳〵物思ひのつまなるへきを と覚し
3　
かへす〈を
ａ
﹀女君はいみしからん道にもをくれ聞え
4　
すたにあらはとおもむけてうらめしけ
 
5　
におほひたりかの花ちるさとに おは
6　
かよふことこそまれなれ心ほそくあはれ
7　
なる御ありさまをこの御かけにかくれて
8　
のし給へは覚しなけきたるさまもいとこ
9　
とはりなり猶さりにてもほの にみたて
ａ
　
補
入
記
号
及
び﹁を﹂は
別
筆
で
あ
る。な
お、日
本
大
学
本
に
は
﹁を﹂が入っている。
︻異同︼
　
4　
お
　――
　を
　　　
5　
ひ
　――
　い
　　　
9　
は
　――
　わ
3オ︵
3オ～
3ウ︶
1　
まつりかよひ給し所〳〵人しれぬ心をくた
2　
き給人そおほかりける入道宮よりも物の
3　
きこゑやまたいかゝとりなされんと我御た
4　
めつゝましけれと忍ひつゝ御とふらひつね
5　
にあり昔かやうにあひおほしあはれを
6　
もみせたまはましかはとうち思 出給ふにさ
ａ
7　
さｂ
もさま〳〵に心をのみつくすへかりける人
8　
の御ちきりかなと らく思ひきこゑ給ふ
ｃ
9　
三月廿日あま のほ になんみ こはな
ａ
　﹁さ﹂は﹁に﹂の
左
横
に
小
さ
く
書
か
れ
た
上
で、朱
墨
で
滅
さ
れ
ている。
ｂ
　﹁さ﹂は、他
の
行
よ
り
も
上
に
朱
墨
で
書
か
れ
て
お
り、明
ら
か
に
後筆であるとわかる。なお、日本大学本ではここに﹁さ﹂が入る。
ｃ
　﹁ふ﹂の下に朱点。
3ウ︵
3ウ～
4オ︶
1　
れ給ける人にいまとしもしらせ給はすたゝ
2　
いとちかく
ａ
つかうまつりなれたるかきり
3　
七八人はかり御ともにていとかすかにいて
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4　
たち給ふさるへき所〳〵に文
はかりうち忍
5　
たまひしにもあはれとしのはるはかり
6　
つくい給へるはみところもありぬへかりし
7　
かと
ｂ
そのおりの心ち
ｃ
の
まきれにはか〳〵しく
8　
も聞をかす成にけり
ｄ
二三日かねて夜
9　
にかくれて大い殿 わたり給へりあし
ｅ
ろ
ａ
　﹁く﹂を
朱
墨
で
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て、同
じ
く
朱
墨
で﹁う﹂を
傍
記
する。なお、日本大学本では﹁う﹂
。
ｂ
　﹁と﹂の下に朱点。
ｃ
　﹁ちの﹂の字の上に朱墨で一本線を引く。
ｄ
　﹁り﹂の下に朱点。
ｅ
　﹁し﹂を朱墨で消して、同じく朱墨で﹁むし﹂と傍記する。
︻異同︼
　
 
4　
文
　――
　御ふみ
　　　
7　
の
　――
　の
　　　
く
　――
　う
 
9　
し
　――
　んし
4オ︵
4オ～
4ウ︶
1　
車のうちやつれたるにて女車のやうにて
2　
かくろへいり給もいとあはれに夢とのみみゆ
3　
御かたいとさひしけにうち れたる心ちして
4　
わか君の御めのとゝも昔さふらひし人の
5　
中にま てちらぬかきりか
ａ
くわたり給へ
6　
るをめつらしかり聞えてまうのほりつと
7　
ひてみたてまつるにつけてもことにもの
8　
ふかからぬわかき人々さへ世のつねなさ
9　
思ひしられてなみたにくれたりわか君
ａ
　﹁かく﹂は日本大学本では補入。
︻異同︼
　
8　
々
　――
　〳〵
4ウ︵
4ウ～
5オ︶
1　
はいとうつくしく
ａ
て〈
ｂ
され﹀はしりをはしたり
2　
久しきほ に忘れぬこそあはれなれ
3　
とてひさにすゑ給へる御け色
ｃ
忍ひかたけ
4　
なりおとゝこなたにわたり給ひてたいめん
5　
し給へ
ｄ
つれ〳〵にこもらせ給へる
ｅ
ほと何とは
6　
むへらぬ昔物語もまいり
ｆ
て聞えさせん
7　
と思ふ給ふれと身のや ゐをもきにより
8　
大やけにもつかふまつらすつかさ
くらゐをも
9　
返したてまつりて侍るにわたく さま
ａ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして、同じく朱墨で﹁う﹂を傍記。
ｂ
　
補入された墨の﹁され﹂の上から、朱墨で﹁され﹂と表記。
ｃ
　﹁色﹂の後に朱点。
ｄ
　﹁り﹂の左下に朱点。
ｅ
　﹁る﹂の
上
に
朱
墨
で
丸
を
つ
け、別
墨
で﹁ら
ん
イ﹂と
書
き、
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﹁イ﹂の上に朱墨で線を引く。
ｆ
　﹁り﹂の左に朱墨で﹁キ﹂と傍記
︻異同︼
　
1　
く
　――
　う
　　　
を
　――
　お
　　　
4　
ん
　――
　ナシ
　　　
5　
る
　――
　らる
んイ
　　　
6　
り
　――
　りき
　　
　　
7　
ゐ
　――
　ひ
　　　
8　
ふ
　――
　う
5オ︵
5オ～
5ウ︶
1　
にはこしのへ
ａ
てなと物ゝ
ｂ
聞えひか〳〵しかるへき
2　
を今は世中はゝかるへき身にも侍らねとい
3　
ちはやき世のいとおそろしく侍るなり
 
4　
かゝる御事をみ給ふるにつけて
ｃ
命
なかきは
5　
い
ｄと心うく思ふ
ｅ
給へらるゝ世の末にも侍る
6　
かな
ｆ
あめの下をさかさまになしても思ふ
7　
給へよらさりし御ありさまをみたまふれ
8　
はよろついとあちきなくなと聞え給て
9　
いたく
ｇ
しほたれ給ふとあることもかゝることも
ａ
　﹁へ﹂に朱墨で濁点を付す。
ｂ
　﹁ゝ﹂を別墨でミセケチにし、右に﹁の﹂と傍記。
ｃ
　﹁て﹂の後右下と左下に朱点。
ｄ
　﹁いと﹂を朱墨でミセケチ する
ｅ
　﹁ふ﹂を朱墨でミセケチにし、右に﹁ひ﹂と傍記。
ｆ
　﹁な﹂の下に 点。
ｇ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして、同じく朱墨で﹁う﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
な
　――
　なん
　　
3　
く
　――
　う
　　　
4　
て
　――
　ては
　　　
5　
いと
　――
　ナシ
　　
ふ
　――
　ひ
　　
6　
ふ
　――
　ひ
　　
8　
な
　――
　なん
　　　
9　
く
　――
　う
5ウ︵
5ウ～
6オ︶
1　
さきの世のむくひにこそ侍るなれはいひ
2　
もてゆけはたゝ身つからのをこたりになん
3　
侍るさしてかく官尺を取られすあさはか
4　
なることにかゝつらひてたに大やけのかし
5　
こまりなる人のうつしさまにて世中に
6　
ありふるはとかおもきわさと
に
人の国にも
7　
し侍るなるを遠くはなちつ すへきさ
8　
ためなとも侍 はさまことなるつみに
9　
あたるへきにこそ侍る れにこりなき心に
︻異同︼
　
3　
尺
　――
　爵
　　　
6　
とに
　――
　に
6オ︵
6オ～
6ウ︶
1　
まかせてつれなく過し侍らんもいとはゝ
2　
かりおほくこれよりおほきな はち
3　
のそまぬさきに世をのかれなんと思ふ
4　
給へたちぬるなとこまやかに聞えたまふ
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5　
昔の御物かたり院の御事覚しの給はせ
6　
し御心はへなと聞え出給
ひておほんなを
7　
しの袖もえ引は ち給はぬに君もえ
8　
心つよくも
ａ
てなしたまはすわかきみの
9　
何心なくまきれありきてこれかれに
ａ
　﹁も﹂の下に朱墨で補入記号と﹁も﹂の表記。
︻異同︼
　
6　
え
　――
　えて
　　　
8　
も
　――
　もゝ
6ウ︵
6ウ～
7オ︶
1　
なれ聞え給ふをいみしと覚し
ａ
たり
ｂ
過
2　
侍りにし人をよに思ふ
ｃ
給
へ忘るゝ世なく
3　
のみいま かなしひ
ｄ
侍るをこの御ことに
4　
なんもし侍る世ならましかはいかやうに
5　
なｅ
けき侍らましよくそみしかくてかゝる
6　
夢をみす成にけると思ふ
ｆ
給
へなくさめ
7　
侍るをさなくも し給ふか くよはひ過ぬる
8　
中にとゝまり給ひてなつさひ聞えぬ月
9　
日やへたゝり給はんと思ふ給ふ を ん
ａ
　﹁し﹂を朱墨でミセケチにし、墨で﹁い﹂と傍記。
ｂ
　﹁り﹂の左下に朱点。
ｃ
　﹁ふ﹂を朱墨でミセケチにして﹁ひ﹂と傍記。
ｄ
　﹁ひ﹂を朱墨でミセケチにして﹁み﹂と傍記。
ｅ
　﹁な﹂の前に ﹁思ひ﹂と表記。
ｆ
　﹁ふ﹂を朱墨でミセケチにして﹁ひ﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
し
　――
　い
　　　
2　
ふ
　――
　ひ
　　　
3　
ひ
　――
　み
　　　
5　
なけき
　――
　おもひなけき
　　　
6　
ふ
　――
　ひ
　　
7　
を
　――
　お
　　　
9　
は
　――
　はは
7オ︵
7オ～
7ウ︶
1　
よろつの事よりもかなしく侍る
ａ
いにし
2　
への人もまことにをかしあるにてしも
3　
かゝることにあたらさりけり猶さるへき
4　
にて人のみか もかゝるたくひおほく侍
5　
けり
ｂ
されといひ出るふしありてこそさること
6　
も侍りけれとさまかうさ に思ふ
たまへ
7　
よらんかたなくなんなとおほく 御物語
8　
聞え給ふ三位中将もまいりあひ給ておほ
9　
みきなとまいり給に夜ふけぬれは
ａ
　﹁る﹂の左下に朱点。
ｂ
　﹁り﹂の左下に朱点。
︻異同︼
　
1　
く
　――
　う
　　　
2　
にてしも
　――
　にし
ても
　　　
4　
く
　――
　う
　　
6　
ふ
　――
　ひ
??????????????????? 4?
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7ウ︵
7ウ～
8オ︶
1　
とまり給て人々御
ａ
せんにさふらはせ給て物
2　
かたりなとせさせ給ふ
ｂ
人よりはこよなく
3　
忍ひおほす中納言の君＼いえはゑに
4　
かなしく思
へるさまを人しれすあはれと
5　
おほす人みなしつ ぬるにとりわきて
6　
かたらひ給ふこれにより まり給へるなるへし
7　
明ぬれは夜ふかく出
給ふにあり明の月いと
8　
をかし
ｃ
花の木
ｄ
ともやう〳〵さかりすきて
9　
わつかなるこかけのいと
ｅ
ろき庭
に
ａ
　﹁御せん﹂の右に朱墨で﹁御まへ﹂
、左傍に同じく朱墨で傍線。
ｂ
　﹁ふ﹂の下に朱点。
ｃ
　﹁し﹂を朱墨でミセケチにしたうえで﹁う﹂と傍記。
ｄ
　﹁木﹂の右に ﹁キ﹂と傍記。
ｅ
　﹁し﹂の右に朱墨で﹁於イ﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
せん
　――
　前
　　　
2　
く
　――
　う
　　　
3　
の
　――
　ナシ
　　
えはゑ
　――
　へはえ
　　　
　　
4　
く
　――
　う
　　　
7　
く
　――
　う
　　
8　
し
　――
　しう
　　
9　
いとしろき
　――
　いと〈おもイ﹀しろき
8オ︵
8オ～
8ウ︶
1　
うすく霧わたりたるそこはかとなくか
2　
すみあひて秋のよのあはれにおほく
3　
たちまされりすみ かうらんにをし
4　
かゝりてとはか なかめ給ふ中納言の君み
5　
たてまつ をくらんとにやつまとをしあ
6　
けてゐたり又たいめんあらんことこそ思へ
7　
はいとかたけれかゝりける世をしらて心
8　
やすくもありぬへか し月比をさしに
9　
いそかてへたてけ
ａ
るよなとのたまへは物
ａ
　﹁ける﹂を朱墨でミセケチにした上で﹁し﹂と傍記。
︻異同︼
　
3　
を
　――
　お
　　　
6　
ん
　――
　む
　　　
8　
をさしに
　――
　を〈さしも﹀
　　　
9　
ける
　――
　し
8ウ︵
8ウ～
9オ︶
1　
も聞えすなく
ａ
わか君の御めのとのさい
2　
相の君して宮の御まへより御せうそこ
3　
聞え給ふ
ｂ
身つからも聞えまほしきをかき
4　
くらすみたり心ちためらひ侍るほとに
5　
いと夜ふかく出させ給ふ るもさまかはり
6　
たる心ちのみし侍るかな
ｃ
心くるしき人の
7　
いき なきほとは はし やすらはせたま
8　
はてと聞え給へれは
ｄ
うちなき給て
???????????????????????????????????????
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9　　　
とりへ山もゑしけふりもまかふやと
ａ
　﹁く﹂の下に朱点あり。
ｂ
　﹁ふ﹂を
朱
墨
で
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
右
に
同
じ
く
朱
墨
で﹁へ
り﹂と
傍記。
ｃ
　
日本大学本では、
﹁な﹂の下に点が入っているように見える。
ｄ
　﹁は﹂の下に朱点あり。
︻異同︼
　
2　
こ
　――
　く
　　　
3　
ふ
　――
　へり
　　　
　　　　
5　
いと夜
　――
　いと〈夜﹀よ
　　　
8　
れ
　――
　
〈れ﹀
　　
9　
ゑ
　――
　え
9オ︵
9オ～
9ウ︶
1　
あまのしほやくうらみにそ行御返りとも
2　
なくうちすんし給ひてあか月の別はかく
ａ
3　
のみや心つくしなる思 しり給へる人もあら
4　
むかしとのたまへは
ｂ
いつとなく別といふもし
5　
こそうたてく
ｃ
侍る中
にもけさは猶たくひ
6　
あるましく思
ひ給へらるゝほとかなとはな声
7　
にてけにあさからすおもへり聞え
ｄ
まほしき
8　
ことも返々思ふ給へなから ゝにむす ゝ
9　
れ侍るほとをゝ
ｅ
しはからせ給へ
ｆ
いきたなき
ａ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして朱墨で﹁う﹂と傍記。
ｂ
　﹁は﹂の下に朱点。
ｃ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにしている。
ｄ
　﹁え﹂の下に 補入記号を入れ、墨で﹁させ﹂と入れる。
ｅ
　﹁ゝ﹂を朱墨でミセケチにしている。
ｆ
　﹁へ﹂の下に主点。
︻異同︼
　
2　
く
　――
　う
　　　
4　
む
　――
　ん
　　　
5　
く侍る
　――
　侍ける
　　 　
6　
く
　――
　う
　　
7　
え
　――
　えさせ
　　　
9　
ゝ
　――
　ナシ
9ウ︵
9ウ～
10オ︶
1　
人はみたまへんにつけても中〳〵うき世
2　
のかれかたく
ａ
思
ふ給へられぬへけれは心つよく
ｂ
3　
思ひ
給へなしていそきまかて侍ると聞え
4　
給ふ
ｃ
いて ふほとを人々のそき みたて
5　
まつる入かたの月いとあかきにいとゝなま
6　
めかしくきよらにて物をおほひたるさま
7　
とらおほかみたになきぬへしましていは
8　
けなくをはせしほとよりみたてまつりそめ
9　
てし人々なれ たとしへなき御ありさま
ａｂ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして﹁う﹂と傍記。
ｃ
　﹁ふ﹂の下に主点。
︻異同︼
　
2　
く
　――
　う
　　
く
　――
　う
　　　
3　
ひ
　――
　ふ
??????????????????? 4?
11
　　　
5　
いとゝ
　――
　いと〈と﹀
　　
6　
く
　――
　う
　　
ひ
　――
　い
　　　
8　
を
　――
　お
　　
9　
々
　――
　〳〵
10オ︵
10オ～
10ウ︶
1　
をいみしとおもふ
ａ
まことや御かへり
2　　
なき人の別やいとゝへたゝらんけふりと
3　
成しくもゐならてはとりそへてあはれ
4　
のみつきせすいて給ぬる名残ゆゝしき
5　
まてなきあへり殿にをはしたれは我御方
6　
の人々もまとろまさりけるけ色にて
7　
所々にむれゐてあさ しとの 世を思へ
8　
るけしきなりさふらひには たしく
ｂ
つかう
9　
まつ かきりは御ともにまいるへき心まふ
ａ
　﹁ふ﹂の下に朱点。
ｂ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして右に﹁う﹂と傍記。
︻異同︼
　
5　
を
　――
　お
　　　
6　
々
　――
　〳〵
　　　
8　
く
　――
　う
　　　
9　
ふ
　――
　う
10ウ︵
10ウ～
11オ︶
1　
けしてわたくしの別をゝ
ａ
しむほとにや
2　
人めもなしさらぬ人はとふらひまいるもお
3　
もきとかめありわつらはしきことまされは
4　
所せくつ ひし馬車のかたもなくさひし
5　
きに世はうき物成けりとおほし
し〈ら﹀る大
はん
6　
なともかたへはちりはみてたゝみ所〳〵ひ
7　
きかつ
ｂ
したり
ｃ
みるほとたにかゝりまして
8　
いかにあれゆかんとおほすに のたいに
9　
わたり給へ
ｄ
はみかうしもまいらてなかめ
ａ
　﹁ゝ﹂を朱墨でミセケチにする。
ｂ
　﹁つ﹂を朱墨でミセケチにして、右に墨で﹁へ﹂と傍記。
ｃ
　﹁り﹂を朱墨でミセケチにして、右に﹁る﹂と傍記。
ｄ
　﹁へ﹂の下に 補入記号を入れ
﹁れ﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
をゝ
　――
　お
　　　
5　
し〈ら﹀る
　――
　しらる
　　　
6　
へ
　――
　え
　　
7　
つ
　――
　へ
　　
り
　――
　るりイ
　　
9　
へ
　――
　へれ
11オ︵
11オ～
11ウ︶
1　
あかし給けれはすのこなとにわかきはらはへは
2　
ところ〳〵にふしていまそをきさはくとの
3　
ゐすかたともをかしく
ａ
てｂ
ゐるをみ給にも
4　
心ほそくとし月へは ゝる人々もゑしも
5　
ありはてゝ
ｃ
や行ちらんなとさしもあるまし
6　
きことさへ御めのみとまりけり
ｄ
よへ
ｅ
???????????????????????????????????????
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7　
しか〳〵して夜ふけにしかはなんれいの
ｆ
おも
8　
はすなるさまにや覚しなしつるかくて
9　
侍るほとたに御めかれすと思ふをかく
ａ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして右に﹁う﹂と傍記。
ｂ
　﹁て﹂の下に 補入記号を入れ、右に﹁出﹂と表記。
ｃ
　﹁ゝ﹂に朱墨で濁点を入れる。
ｄ
　﹁り﹂を
朱
墨
で
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て
右
に﹁る﹂と
傍
記。ま
た、
﹁り﹂の下に朱点。
ｅ
　﹁へ﹂の下に朱墨で は と表記。
ｆ
　﹁の﹂の下に朱点。
︻異同︼
　
1　
は
　――
　わ
　　　
2　
を
　――
　お
　　　
3　
を
　――
　お
　　
くてゐ
　――
　うていてい
　　
4　
く
　――
　う
　　
々
　――
　〳〵
　　
ゑ
　――
　え
　　
6　
り
　――
　る
　　
へ
　――
　へは
11ウ︵
11ウ～
12オ︶
1　
世をはなるゝきはには心くるしきことの
2　
おのつからおほかりけるをひたやこもりにて
3　
やはつねなき世に人にもなさけなき物と心
4　
をかれ てん
ａ
いとをしく
ｂ
てなと聞え給へは
ｃ
5　
かゝる世をみるより外に思はすな
ることは
6　
何事にかとはかり たまひていみしと
7　
覚し入たるさま人より
ｄ
ことなるをこと
8　
はりそかしちゝみこはいとおろかにもとより
9　
おほしつきにけるにまして世の聞えを
ａ
　﹁ん﹂の下に朱墨で補入記号を入れ、
﹁も﹂と傍記。
ｂ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、右に﹁う﹂と傍記。
ｃ
　﹁は﹂の下に 点。
ｄ
　﹁り﹂の
下
に
文
字
を
書
き
か
け、墨
滅
し
た
う
え
か
ら
朱
墨
で
も
墨
滅。
︻異同︼
　
2　
お
　――
　を
　　　
4　
ん
　――
　んも
　　
く
　――
　う
　　　
8　
お
　――
　を
12オ︵
12オ～
12ウ︶
1　
わつらはしかりておとつれ聞え給はす御とふ
2　
らひにたにわたり給はぬを
ａ
人のみるらんこ
3　
ともはつかしく
ｂ
中〳〵しられたてまつらてや
4　
みなましを
ｃ
まゝ母の北の方なとのにわか
5　
成しさゐわひのあ
ｄ
たゝしさあなゆゝしや思
6　
ふ人かた〳〵につけてわかれ給ふ人かな の
7　
給ひけるをさるたよりありてもり聞給ふ
8　
にもいみしく
ｅ
心うけれはこれよりもたえて
9　
おとつれ聞えたまはすまた
ｆ
たのもしき
??????????????????? 4?
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ａｃ
　﹁を﹂の左下に朱点。
ｂｅ
　﹁く﹂ 朱墨でミセケチにして右に﹁う﹂と傍記。
ｄ
　﹁あ﹂の下に墨で補入記号を入れ、
﹁は﹂と表記。
ｆ
　﹁また﹂の中間右に朱墨で﹁又﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
お
　――
　を
　　　
3　
く
　――
　う
　　　
4　
わ
　――
　は
　　　
5　
ゐわ
　――
　いは
　　
あ
　――
　あは
　　
8　
く
　――
　う
　　
9　
お
　――
　を
12ウ︵
12ウ～
13オ︶
1　
人もなくけにそあはれ
ａ
なる御ありさま
2　
なる猶世にゆるされかたく
ｂ
てとし月を
3　
へは岩ほのなかにもむかへ てまつらんたゝ
4　
今は
人聞のいとつきなかるへき成おほ
5　
やけにかしこまりきこゆる人は きらか
6　
なる月日の けをたにみすやすらかに
7　
身をふ まふこともいとつ おもかなり
8　
やまちなけれとさる きにこそかゝること
9　
もあら
ｃ
めｄ
と思ふにまして思ふ人くするは
ａ
　
日本大学本では、
﹁れ﹂の下に点が入っているように見える。
ｂ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして右に﹁う﹂と傍記。
ｃ
　﹁ら﹂を朱墨でミセケチにする。
ｄ
　﹁めと﹂の中間に﹁り﹂と傍記したあと、
﹁め﹂の下に朱墨で
補入記号を入れ、
﹁り﹂の上に朱墨で﹁れ﹂と表記。
︻異同︼
　
1　
そ
　――
　
〈そ﹀
　　　
2　
く
　――
　う
　　　
4　
は
　――
　
〈は﹀
　　
成
　――
　也
　　
7　
か
　――
　かん
　　
9　
らめ
　――
　めれ
13オ︵
13オ～
13ウ︶
1　
れひなきことなるをひたおもふ
ａ
きにもの
2　
くるをしき世にてたちまさることもあり
3　
な
んｂ
と聞
こえしらせたまふ日たくるまて御
4　
とｃ
のこもれり帥宮三位中将なとをはし
5　
たりたいめんし給はんとて御 をしなと
6　
たてまつるくらゐなき人は むもんの
7　
御なをし中〳〵いとなつか をき給て
8　
うちやつれ給へるいとめてたし御ひんかき
9　
給ふとてきやう いにより給へ におもや
ａ
　﹁ふ﹂を朱墨でミセケチにし、その上に﹁む﹂と表記。
ｂ
　﹁ん﹂の下に墨で補入記号を入れ
﹁なと﹂と表記。
ｃ
　﹁と﹂の前に朱墨で﹁ほ﹂と表記。
︻異同︼
　
1　
ひ
　――
　い
　　
お
　――
　を
　　
ふ
　――
　む
　　　
3　
んと
　――
　んなと
　　
4　
を
　――
　お
　　
5　
ん
　――
　ナシ
???????????????????????????????????????
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13ウ︵
13ウ～
14オ︶
1　
せ給へるかけの我なからいとあてにきよら
2　
なれはこよなく
ａ
こそおとろへにけれこの
3　
かけのやうに
ｂ
やせて侍るか
ｃ
あはれなるわ
4　
さかなと たまへは女君涙をひとめうけ
5　
てみをこせ給へるいと忍ひかたし
6　　
身はかくてさすらへぬとも君かあたり
7　
さらぬかゝみの ははなれしときこゑ
8　
たまへは
9　　
別てもかけたにとまる物ならはかゝみを
ａ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして右に﹁う﹂と傍記。
ｂ
　﹁に﹂の下に別筆 ﹁や﹂と書く。
ｃ
　﹁か﹂を朱墨でミセケチにする。
︻異同︼
　
2　
く
　――
　う
　　　
3　
に
　――
　に〈や﹀
　　
か
　――
　ナシ
　　　
7　
ゑ
　――
　え
14オ︵
14オ～
14ウ︶
1　
みてもなくさめてましはしらかくれに
2　
ゐかくれて みたをまきら 給へるさま
3　
猶こゝらみる中にたくひなかりけりと覚
4　
ししらる 人の御ありさまなり
ａ
みこは
5　
あはれなるおほん物かた 聞え給ひて
6　
くるゝほとに返り給ひぬ
ｂ
花ちるさとの
7　
心ほそけに覚してつねに聞え給ふも
8　
ことはりにてかの人もいま一たひみすは
9　
つらう︹う︺
しとや思はんとおほせはそのよは
ａ
　﹁り﹂の下に朱点。
ｂ
　﹁ぬ﹂の下に朱点。
︻異同︼
　
1　
ら
　――
　らら
14ウ︵
14ウ～
15オ︶
1　
まａ
た出給ふ物からいと物うくていたく
ｂ
ふかし
2　
てをはしたれは女御かく数まへ給ひてたち
3　
よらせ給へることゝよろこひきこゑたまふ
さ
4　
まｃ
かきつゝけんもうるさし
ｄ
いといみしく
5　
心ほそき御ありさまたゝこの御かけにかく
6　
れてすくいたまへると 月いとゝあれ
7　
まさらんほとおほしやられてとの うち
8　
いとかすか成月おほろにさしい ゝいけ
9　
ひろく山こふ きわたり心ほそけにみ
ａ
　﹁また﹂の隣に朱墨で﹁又﹂と傍記。日本大学本では﹁ま
又た﹂
 
となっている。
ｂ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして﹁う﹂と傍記。
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ｃ
　﹁ま﹂の下に朱点。
ｄ
　﹁し﹂の下に朱点。
︻異同︼
　
1　
く
　――
　う
　　　
2　
を
　――
　お
　　　
3　
ゑ
　――
　え
15オ︵
15オ～
15ウ︶
1　
ゆるにも
ａ
すみはなれたらん＼岩ほのなかお
2　
ほしやらる
ｂ
にしをもてに
ｃ
はかうしもわた
3　
り給はす とうちくしておほしけるに
4　
あはれそへたる月かけのなまめか く
ｄ
5　
しめやかなるにうちふるまひ給へるにほ
6　
ひにる物なくていと忍ひやかにいり給へ
7　
れｅ
はすこしゐさり出てやかて月をみ
8　
てをはすま
ｆ
たこゝに御物かたりのほとに
9　
明かたちかく
ｇ
成
にけり
ｈ
みしか夜のほと
ａ
　﹁も﹂の下に朱点。
ｂ
　﹁る﹂の下に朱点。
ｃ
　﹁に﹂を朱墨でミセケチにする。
ｄｇ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁う﹂と傍記。
ｅ
　﹁れ﹂を朱墨でミセケチにする。
ｆ
　﹁また﹂の右に朱墨で﹁又﹂と傍記
ｈ
　﹁り﹂の下に朱点。
︻異同︼
　
1　
ゆ
　――
　
〈ゆ﹀
　　　
2　
を
　――
　お
　　
に
　――
　ナシ
　　　
3　
く
　――
　くつ
　　　
4　
く
　――
　う
　　　
　　
7　
れ
　――
　ナシ
　　
8　
を
　――
　お
　　
　　
9　
く
　――
　う
　　
か
　――
　か〈の﹀
15ウ︵
15ウ～
16オ︶
1　
やかはかりのたいめんも又はゑしもやと思ふ
2　
こそ＼ことなしにて過しつるとしころ
3　
くやしく
ａ
きしかた行さきのためしに成
4　
ぬへき身にて何となく心のとまるよな
5　
くこそありけれと過にしかた 事ともの
6　
給ひてとりもしは〳〵なけは世 つゝみ
7　
ていそき出給ふれひの月のいり つる
8　
ほとよそへられてあはれ成女君のこ
9　
き御そにうつりてけに＼ぬるゝかほなれは
ａ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁う﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
ゑ
　――
　え
　　　
2　
＼
　――
　ナシ
　　
とし
　――
　
〈年﹀
　　　
3　
く
　――
　う
　　
7　
ひ
　――
　い
　　　
9　
＼
　――
　ナシ
16オ︵
16オ～
16ウ︶
1　　　
月かけのやとれる袖はせはくともとめて
2　
もみはやあかぬひかりをいみしとおほい
た
3　
るか心くるしけれはかつはなくさめ聞え給
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4　　　
ゆきめくりついにすむへき月かけの
5　
しはしくもらん空ななかめそおもへははか
6　
なしやたゝ＼し ぬなみたのみこそ心をくら
7　
す物 れなとのたまひて明くれ ほと
8　
に出給ひぬよろつ 事と
もしたゝめ
9　
させ給したしくつかふまつり世に ひ
︻異同︼
　
4　
い
　――
　ゐ
　　　
8　
と
　――
　ゝ
　　　
9　
く
　――
　う
16ウ︵
16ウ～
17ウ︶
1　
ぬかきりの人々とのゝこととりをこなふへき
2　
かみしもさためをかせ給ふ御 もに た
3　
ひ聞ゆるかきりはまたゑり出たまへり
4　
かの山さとの御すみかのぐはえさらすと
5　
つかひ給ふへき物ともことさらき
ａ
よらも
6　
なくことそきて又さるへ ふみとも文集
7　
なといりたる箱さ はきんひとつそもた
8　
給ふ所せき御てうとは
ｂ
なやかなる御よそ
9　
ひなとさらにくしたまはすあやしの山
ａ
　﹁きよら﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁よそひ﹂と傍記。なお、
﹃源氏物語大
［五］成﹄によると、
﹁きよら﹂という本文はない。
ｂ
　﹁は﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁も﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
を
　――
　お
　　　
3　
ゑ
　――
　え
　　　
4　
ぐ
　――
　く
　　　
5　
きよら
　――
　よそひ
17オ︵
17ウ～
18オ︶
1　
かつめきてもてなし給ふさふらふ人〳〵
2　
よりはし よろつのことみなにしのたいに
3　
聞えわたし給りやうし
ａ
給ふ御庄みまきよ
4　
りはしめてさるへき所々のく
ｂ
ゑんなとみな
5　
たてまつりをき給ふそれより外の御くら
6　
まちおさめとのなとい ことまて少納言
7　
はｃ
か〳〵しき物にみをき給へれはした
8　
しきけいしともくしてしろしめす
9　
へきさまともの まひあつく
ｄ
わか
ａ
　﹁し﹂に朱墨で濁点を付す。
ｂ
　﹁くゑ﹂の右に﹁け﹂と傍記。
ｃ
　﹁は﹂の前に朱墨で を 表
ｄ
　﹁く﹂の下に朱点。
︻異同︼
　
6　
少納言
　――
　少納言を
17ウ︵
18オ～
18ウ︶
1　
御方の中つ
かさ中将
ａ
やうの人々つれなき御
2　
もてなしなからみたてまつるほとこそ
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3　
なくさめつれ何ことにつけてかとおもへ
4　
とも
ｂ
命ありてこの世に又帰るやうもあ
5　
らんをまちつけんと思はん人はこなたに
6　
さふ へとのたまひてかみしもみなまう
7　
のほらせ給ふ
ｃ
わか君の御めのとたち花ちる
8　
さとなとにもをかしきさまの
ｄ
はさる物にて
ｅ
9　
まめ〳〵しきすちにおほしよらぬことなし
ｆ
ａ
　﹁将﹂の下に朱墨で補入記号、右に﹁なと﹂と傍記。
ｂ
　﹁も﹂の下に朱点。
ｃ
　﹁ふ﹂の下に朱点。
ｄ
　﹁の﹂を朱墨でミセケチにする。
ｅ
　﹁て﹂ 下に 点。
ｆ
　﹁し﹂の下に朱点。
︻異同︼
　
1　
つ
　――
　つつ
　　
中将
　――
　中将なと
　　
々
　――
　〳〵
　　　
5　
ん
　――
　む
　　　
8　
の
　――
　ナシ
18オ︵
18ウ～
19オ︶
1　
内侍のかみの御もとにわりなくして聞え給
ａ
2　
とはせ給はぬもことはり 思ふ給へなから今は
3　
とよを思ひはつるほとのうさもつらさもた
4　
くひなきことにこそ侍りけれ
5　　
あふせなき涙の川にしつみしやなかるゝ
6　
みをのはしめなりけんと思ふ給ふるのみ
7　
なんつみ かれかたく
ｂ
侍りける
ｃ
みちのほ
8　
ともあやうけれはこまかには聞えたまはす
9　
女い いみしく覚え給ひて忍ひ給へと御
ａ
　﹁給﹂の下に朱点。
ｂ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、朱墨で﹁う﹂と傍記。
ｃ
　﹁る﹂の下に 点。
︻異同︼
3　
つ
　――
　へつ
　　　
6　
を
　――
　お
　　　
7　
く
　――
　う
18ウ︵
19オ～
19ウ︶
1　
袖よりあまるもところせうなん
2　　
涙河うかふみなはもきえぬへしなかれて
3　
のちのせをもまたすてなく〳〵みたれか
4　
き給へる御ていとをかしけ りいま一 ひ
5　
たいめんなくてやとおほすは猶くちをし
6　
けれと覚し返して
ａ
うしとおほしなす
7　
ゆかりおほくておほろけならす忍ひ給へは
8　
いとあなかちにもきこゑたまはす成ぬあす
9　
とてのくれには院の御はかおかみたて つり
ａ
　﹁て﹂の後に朱点。
︻異同︼
　
4　
を
　――
　お
　　　
5　
ん
　――
　ナシ
　　
を
　――
　お
???????????????????????????????????????
 18
　　　
7　
お
　――
　お
お
　　　
8　
ゑ
　――
　え
　　　
9　
お
　――
　を
19オ︵
19ウ～
20オ︶
1　
給ふとて北山へまふて給あか月かけて月い
2　
つるころなれはまつ入道宮にまうて給ふち
3　
かきみすのまへにお しまいりて御みつから
4　
聞えさせたまふ東
宮の御ことをいみしく
5　
うしろめたき物に思ひきこゑ給ふかたみに
6　
心ふかきとちの御 かたりはたよろつのあ
7　
はれまさりけん し
ａ
なつかしくめてたき御
8　
けはひのむかしにかはらぬにつらかりし御心
9　
はへもかすめ聞え
ｂ
まほしけれといまさらに
ａ
　﹁し﹂の下に朱点。
ｂ
　﹁え﹂の下に朱墨で補入記号、右に﹁させ﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
ふ
　――
　う
　　　
4　
東
　――
　春
　　　
5　
ゑ
　――
　え
　　　
7　
く
　――
　う
　　
9　
へ
　――
　え
　　
え
　――
　えさせ
19ウ︵
20オ～
20ウ︶
1　
うたてとおほさるへしわか御心にも中〳〵
2　
いまひときはみたれまさりぬへけれはねん
3　
し返してたゝかく思ひかけぬつみにあたり
4　
侍るも
ａ
思ふ給へあはすることの一ふしになん
5　
空もおそろしう
ｂ
侍るをしけなき身は
6　
なきになしても
ｃ
宮の御世たにことなくお
7　
はしまさはとのみ聞え給ふそことはりなるや
ｄ
8　
宮もみな覚ししらるゝことにしあれは御
9　
心のみうこきて聞えやり給はす大将よろ
ａｃ
　﹁も﹂の下に朱点。
ｂ
　﹁う﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁う﹂と傍記。
ｄ
　﹁や﹂の下に 点。
︻異同︼
　
5　
を
　――
　お
　　　
20オ︵
20ウ～
21オ︶
1　
つのことかきあつめおほしつゝけてなき給へ
2　
るけしきい つ せすなまめきたり
ａ
御
3　
山にまいり侍るを
ｂ
御ことつてやと聞え給ふに
ｃ
4　
とみに物も
きこゑ給
はすわりなくためらい
5　
給ふ御けしきなり
6　　
＼みしはなくあるはかなしき世のはてをそ
7　
むきしかひもなく〳〵そふる みし 御心
8　
まとひともに覚しあつむ 御
ｄ
ことゝもゝ
9　
えそつゝけさせ はぬ
ａ
　﹁り﹂の下に朱点。
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ｂ
　﹁を﹂の下に朱点。
ｃ
　﹁に﹂の下に朱点。
ｄ
　﹁御﹂を朱墨でミセケチにする。
︻異同︼
　
4　
も
　――
　
︷も︸
　　
ゑ
　――
　え
　　
い
　――
　ひ
　　　
8　
御
　――
　ナシ
　　
9　
え
　――
　ゑ
20ウ︵
21オ～
21ウ︶
1　　　
わかれしにかなしきことはつきにしを
2　
まａ
たそこの世のうさはまされる月まち
3　
いてゝ出給ふ御ともにたゝ五六人はかりしも人
4　
もむつましきかきりして御馬にてそを
5　
する
ｂ
さらなることなれとありし世の御あり
6　
きにことなり
ｃ
みないとかなしく
ｄ
思
ふ中にかの
7　
みそ の日かりの御すいしんにてつかう
8　
まつりし右近せうの蔵人うへきかうふり
9　
もほと過つるをつゐにみふたけつられ
ａ
　﹁また﹂の右に朱墨で﹁又﹂と傍記。
ｂ
　﹁る﹂の下に朱点。
ｃ
　﹁り﹂の下に朱点。
ｄ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、右に朱墨で﹁う﹂と傍記。
︻異同︼
　
4　
を
　――
　お
　　　
6　
く
　――
　う
　　　
8　
せ
　――
　そ
21オ︵
21ウ～
22オ︶
1　
つかさもとられてはしたなけれは御ともにま
2　
いるうち成かものしものみやしろをかれ
3　
みわたすほとふと思ひいてられておりて
4　
御むまのくちを る
5　　
引つれてあふひかさししそのかみを思へは
6　
つらしかものみつかきといふをけにいかに
7　
思ふらん人よりけに花やか成し物 とおほ
8　
すも心くるし君も御むまより り給て
9　
みやしろのかたおかみ給神にまかり申 ふ
︻異同︼
　
1　
な
　――
　
〈な﹀
　　　
5　
し
　――
　ゝ
　　　
8　
を
　――
　お
　　　
9　
お
　――
　を
21ウ︵
22オ～
22ウ︶
1　　　
うき世をはいまそわかるゝとゝまらん名を
2　
はたゝすの神にまかせてとのたまふ
ａ
物
3　
めてするわかき人 て身にしみてあはれに
4　
めてたしとみたてまつる御山 まう
5　
給ひておは ましし御ありさまたゝめの
6　
まへのやうにおほしいてらる
ｂ
かきりなき
7　
にても世になく成ぬる人そいはんかたなく
8　
くちをしきわさ りけるよろつの事を
???????????????????????????????????????
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9　
なく〳〵申給ひてもそのことはりをあらはに
ａ
　﹁ふ﹂の下に朱墨で補入記号、右に﹁さま﹂と傍記。
ｂ
　﹁る﹂の下に朱点。
︻異同︼
　
2　
ふ
　――
　ふさま
　　　
8　
を
　――
　お
22オ︵
22ウ～
23オ︶
1　
えうけ給はりたまはねはさはかり覚しのたま
2　
はせしさま〳〵の御ゆいこんはいつちかきえうせ
3　
にけんといふかひなし はかは道の草しけ
4　
く成てわけ入給 ほといとゝ露けきに
5　
月も雲かくれてもりのこたちこふかく
6　
心すこし帰りいてんかたもなき心ちして
7　
おかみ給ふにあ し御面 けさやかにみえ給
8　
へるそゝろさむきほとなり
9　　
なきかけやいかゝみるらんよそへつゝなか
︻異同︼
　
7　
お
　――
　を
　　　
9　
いかゝ
　――
　
〈いかゝ﹀
22ウ︵
23オ～
24オ︶
1　
むる月も雲かくれぬる明はつるほとに返り
2　
給ひて東宮にも御せうそこ聞え給ふ王命
3　
婦を御かはりとてさふらはせ給へはそのつほねに
4　
とてけふなん都はなれ侍る又まいり侍らす
5　
成ぬるなんあまたのうれへにまさりて思ふ
6　
給へられ侍るよろつをはかりて
ａ
けいし給へ
7　　
いつかまた春のみやこの花をみん時うし
8　
なへる山かつにし さくらのちり過たる枝に
9　
つけ給 り
ｂ
かくなんと御らんせさすれは
ｃ
おさ
ａ
　﹁て﹂の右に墨で﹁イ﹂と傍記。
ｂ
　﹁り﹂の下に朱点。
ｃ
　﹁は﹂の下に朱点。
︻異同︼
　
1　
明
　――
　あす
け
　　　
4　
都
　――
　宮こ
　　　　
6　
て
　――
　
〈てイ﹀
23オ︵
24オ～
24ウ︶
1　
なき御心ちにもまめたちてをはします
ａ
2　
御返りいかゝ物し侍らんとけいすれは
ｂ
しはし
3　
みぬたに恋しき物をとをくはましていかにと
4　
いへかしとのたまはす
ｃ
物はかなの御返りやと
5　
あはれにみたてまつるあ きなきことに御心
6　
をくたき給ひし昔の事おり〳〵の御ありさま
7　
思ひつゝけらるゝにも物思ひなくて我 人もす
8　
くひ給ふ
へかりける世を心と覚しなけきけ
9　
るを やしく
ｄ
我
心ひとつにかゝらんことの
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ａｃ
　﹁す﹂の下に朱点。
ｂ
　﹁は﹂の下に朱点。
ｄ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁う﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
を
　――
　お
　　　
8　
ひ
　――
　い
　　
ふ
　――
　ひつ
　　　
9　
く
　――
　う
23ウ︵
24ウ～
25オ︶
1　
やうにそ覚ゆる御返りはさらに聞えさせやり
2　
侍らすおまへにはけいし侍りぬ心ほそけに
3　
覚しめしたる御け色もいみ く
ａ
なんとそこ
4　
はかとなく心のみたれけるなるへし
5　　
さきてとくちるはうけれとゆく春は花
6　
のみやこをたちかへりみよ＼時
ｂ
しあらはと聞え
7　
て名残もあはれなる物か りをしつゝひと宮
8　
のうち忍ひてなきあへりひとめもみたてま
9　
つｃ
る人はかく思しくつをれぬる御有さま
ａ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁う﹂と傍記。
ｂ
　﹁時﹂の
横
の
合
点
の
下
に
朱
墨
で﹁未
勘﹂と
表
記。な
お、擦
れ
ていて不鮮明ではあるが、日本大学本にも似た書き入れがある。
ｃ
　﹁つ﹂の下に朱墨で補入記号、右に﹁れ﹂と傍記。
︻異同︼
　
3　
く
　――
　う
　　　
6　
みやこ
　――
　宮こ
　　　
　　　　
9　
つ
　――
　つれ
24オ︵
25オ～
25ウ︶
1　
をなけきをしみきこゑ
ぬ人なしましてつねに
2　
まいり れたり はしりおよひ給ふましき＼おさめ
3　
みかはやうと
ａ
まてありかたき御かへりみのした
4　
成つるをしはしにてもみたてまつらぬほとやへん
5　
と思ひなけきけり大かたの世の人もたれかは
6　
よろしく思ひ聞えん七に成給ひ このか
7　
みかとの御まへによるひるさふら て
ｂ
そうし
8　
給ふことのならぬはな りしかはこの御いたは に
9　
かゝらぬ人なく御とくをよろこ ぬやは有し
ａ
　﹁と﹂に朱墨で濁点を付す。
ｂ
　﹁く﹂を
朱
墨
で
ミ
セ
ケ
チ
に
し、下
に
朱
墨
で
補
入
記
号
を
入
れ、
右に墨で﹁給て﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
を
　――
　お
　　
ゑ
　――
　え
　　　
2　
お
　――
　を
　　　
7　
て
　――
　給て
24ウ︵
25ウ～
26オ︶
1　
やんことなきかむたちめ弁官なとのなか
2　
にもおほかりそれよりしもはかすしらすおもひ
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3　
しらぬにはあらねとさしあたりていちはやき
4　
世を思ひはゝかりてまいりよるもなし世ゆい
ａ
5　
すりて しみきこゑしたには大やけを
6　
そしりうらみたてまつれと身をすてゝと
7　
ふらひまいらんにも何のかひかは 思ふにや
8　
かゝるをりは人わろくうらめしき人おほく世
9　
中はあちきなき物かなとの よろつにつけ
ａ
　﹁い﹂を朱墨でミセケチにする。
︻異同︼
　
1　
む
　――
　ん
　　　
2　
す
　――
　ぬすイ
を
　　　
　　　　
4　
い
　――
　ナシ
　　　
5　
を
　――
　お
　　
ゑ
　――
　え
　　
7　
ん
　――
　む
　　　
8　
を
　――
　お
　　
25オ︵
26オ～
26ウ︶
1　
ておほすその日は女君に御物語のとかにき
2　
こえくらし給てれいの夜ふかく出給ふかりの
3　
御そなとたひの御よそひいたくやつし ひて
4　
月いてにけりな猶すこしいてゝみたに
5　
をくり給へかしいかに聞ゆへき事おほくつ
6　
もりにけ と覚えんとすらんひとひふつか
7　
たまさか へたつるおり に
あやしくいふせ
8　
き心ちする物をとてみすまきあけて
9　
はしにいさなひ聞え給へは女君なきしつみ
25ウ︵
26ウ～
27オ︶
1　
給へるためらひてゐさり出給へる月かけにいみ
2　
しく
ａ
をかしけにてゐ給へり我身かくては
3　
かなき世をわかれなはいかなるさまにさすらへ
4　
給はんとうしろめたくかなしけれと覚しいり
5　
たるに
ｂ
いとゝしかるへけれは
6　　
いける世のわかれを らてちきりつゝ命を
7　
人にかきりける哉はかなしなとあさ かに
8　
きこゑなしたまへ
9　　
をしからぬ命にかへてめのまへのわかれを
ａ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにして、
﹁う﹂と傍記。
ｂ
　﹁に﹂を朱墨でミセケチにして、
﹁か﹂と傍記。
︻異同︼
　
2　
くを
　――
　うお
　　　
5　
に
　――
　か
　　　
　　　　
8　
ゑ
　――
　え
　　
9　
を
　――
　お
26オ︵
27オ～
27ウ︶
1　
しはしとゝめてしかなけにさそおほさるら
2　
むといとみすてかたけれと明はてなははした
3　
なかるへきによりいそきいて給ひぬ道すから
4　
おもかけにつとそひてむねもふたかりな
5　
から御舟にのり給ぬ日
なかき比なれはをひ
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6　
かせさへそひてまたさるの時はかりにかの
7　
浦につき給ぬかりそめの道にてもかゝる
8　
たひをならひたまはぬ心ちに心ほそさも
9　
をかしさもめつらかなりと
＼おほえとのといひ
︻異同︼
　
2　
む
　――
　ん
　　　
5　
ひ
　――
　い
　　　
9　
を
　――
　お
　　
と
　――
　ナシ
26ウ︵
27ウ～
28オ︶
1　
ける所はいたく
ａ
あれて松はかりそしるし成ける
2　　
からくにゝ名をのこしける人よりも行
3　
ゑしられぬ家ゐをやせんなきさによる波
4　
のかつ帰るをみ給ひて＼うらやましくもとうち
5　
すんし給へるさまさる世のふることなれとめ
6　
つらしく聞なされかなしとのみ御ともの人〳〵
7　
おもへりうちかへりみ給へ にこしかたの山
8　
はかすみはるかにてまことに＼三千里の外
9　
の心ちするに＼かひ し くもたゑかたし
ａ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁う﹂と傍記。
︻異同︼
　
1　
く
　――
　う
　　　
5　
さ
　――
　さ
さ
　　　
9　
ゑ
　――
　へ
27オ︵
28オ～
28ウ︶
1　　　
ふる郷をみねのかすみはへたつれとなか
2　
むる空はおなしくもゐかつらからぬ物なく
3　
なんおはすへき所はゆきひらの中納言の
4　
＼もしほたれつゝわひける家ゐちかきわた
5　
り成けり海つらはや 入てあはれに
ａ
すこけ
6　
なる山中成かきのさまよりは めてめつら
7　
かにみ給ふかややともあしふけるらうめ
8　
くやなとをかしくしつらひな たりところに
9　
つけたる御すまひやうかはりてかゝらぬ
ａ
　﹁に﹂の下に朱墨で補入記号を入れ、
﹁心﹂と傍記。
︻異同︼
　
3　
の
　――
　
〈の﹀
　　　
5　
に
　――
　に心
　　　　
8　
を
　――
　お
　　　
9　
ひ
　――
　ゐ
　　
らぬ
　――
　るらぬ
27ウ︵
28ウ～
29オ︶
1　
をりなら
ａ
はおかしく
ｂ
もありなましと昔の
2　
御心のすさひ覚
しいつる
ｃ
ちかき所々の御庄の
3　
つかさめして るへきことゝもなとよしきよ
4　
の朝臣したしきけいしにて仰をこなふも
5　
あはれなり時のまにいとみところあり
6　
てしなさせ給ふ水ふかく
ｄ
やりなしうへ木
7　
ともなとしていまはとしつまり給こゝち
8　
うつゝならすくにのかみも たしきとの人
???????????????????????????????????????
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9　
なれは忍ひて心よせつかうまつるかゝるたひ
ａ
　﹁ら﹂の下に墨で補入記号を入れ、
﹁すは﹂と傍記した上で、
﹁は﹂のみを朱墨で消す。
ｂｄ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁う﹂と傍記。
ｃ
　﹁る﹂を朱墨でミセケチにする。
︻異同︼
　
1　
を
　――
　お
　　
はお
　――
　すは
はを
　　
く
　――
　う
　　　
2　
ひ
　――
　み
　　
る
　――
　ナシ
　　
々
　――
　〳〵
　　
4　
ふ
　――
　う
　　
6　
く
　――
　う
　　　
28オ︵
29オ～
29ウ︶
1　
所ともなく人さはかしけれともはか〳〵しく
ａ
2　
物をもの給ひあはすへき人しなけれ し
3　
らぬくにの心ちしていとむもれいたくいか
4　
てとし月をすくさま と覚しやらる
5　
やう〳〵ことしつまり行になか雨の比に成て
6　
京の事ともおほしやらるゝに恋しき人
7　
おほく女君の覚したりしさま東宮の御こと
8　
わか君の何心もなくまきれ給ひしなと
9　
をはしめこゝかしこ思ひやり聞え給ふ京へ
ａ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁う﹂と
傍記。
︻異同︼
　
1　
く
　――
　う
28ウ︵
29ウ～
30オ︶
1　
人いたしたて給二条院へたてまつれ
ａ
給ふと
2　
入道の宮
ｂ
とはかきもやり給はすくらされたま
3　
へり宮には
4　　
まつしまのあまのとまやもいかならん
5　
すまのうら人しほたるゝころいつと侍らぬ中
6　
にもきしかた行さきかきくらしみきはまさ
7　
りてなん内侍のかみの御もとにれいの中納言
8　
の君のわたくしことのやう てなかなるに
9　
つれ〳〵と過にしかたの思ふ
ｃ
給へ出らるゝにつけて
ｄ
ａ
　﹁れ﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁り﹂と傍記。
ｂ
　﹁宮﹂の下に 補入記号を入れ、
﹁の﹂と表記。
ｃ
　﹁ふ﹂を朱墨でミセケチにする。
ｄ
　﹁て﹂の下に ﹁も﹂と入れ
︻異同︼
　
1　
れ
　――
　り
　　　
2　
宮
　――
　宮の
　　　
　　　　
8　
なか
　――
　中〳〵
　　　
9　
て
　――
　ても
29オ︵
30ウ～
31オ︶
1　　
＼こりすまのうらのみるめの
ａ
ゆかしきを
2　
しほやくあまやいかゝ思はんさま〳〵かきつく
3　
し給ふことのは思ひやるへし大殿にも宰相の
??????????????????? 4?
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4　
めのとにもつかふまつるへきことなとかきつか
5　
はす京にはこの御ふみ所々にみ給ひつゝ御心
6　
みたれ給ふ人々のみおほかり二条院の君は
7　
そのまゝにおきもあかり給はすつきせぬさま
8　
に覚しこかるれはさふらふ人々もこしら
9　
わひつゝ心ほそく思ひあへり てならし
ａ
　﹁の﹂を朱墨でミセケチにする。
︻異同︼
　
1　
の
　――
　も
　　　
2　
ほ
　――
　を
　　　
4　
ふ
　――
　う
　　　
6　
々
　――
　〳〵
　　　
8　
々
　――
　〳〵
29ウ︵
31オ～
31ウ︶
1　
給ひし御
ａ
ことぬきすて給へる御そのにほひ
2　
なとにつけてもいまはと世になからん人の
3　
やうにのみ覚したれはかつはゆゝしく
ｂ
少
4　
納言はそうつに御いのりのことなときこゆふた
5　
かたに御修法なとせさせ給ふかつはかくお
6　
ほしなけく 心しつめ給ひ 思ひなき世に
7　
あらせたてまつり給へ 心くるしきまゝに
8　
いのり申給 ひの御
ｃ
とのゐものなとてうし
9　
てたてまつり ふかとりの御
をしさしぬ
ａ
　﹁御﹂の下に朱墨で補入記号を入れ、
﹁御てうとともひきなら
し給ひし御﹂と書かれている。
ｂ
　﹁く﹂の下に朱墨で補入記号を入れ、
﹁て﹂と傍記。
ｃ
　﹁御﹂を朱墨でミセケチにする。
︻異同︼
　
1　
御
　――
　御てうとゝもひきならし給し御
　　　
3　
く
　――
　くて
　　　
4　
に
　――
　はに
　　
8　
御
　――
　ナシ
30オ︵
31ウ～
32オ︶
1　
きさまかはりたる心ちするもいみしきに
2　
さらぬかゝみとの給ひし面かけのけに身に
3　
そひ給へるもかひなし出入給ひしかた
ａ
よりゐ
4　
給し＼まきはしらなとをみたまふにもむねの
5　
みふたかりて物をとかく
ｂ
思
ひめくらし世に
6　
しほしみぬるよはひの人たにあ まして
7　
なれむつひ聞えちゝ母にも成ておほ
ｃ
したて
8　
ならはし給へれは恋しく
ｄ
思
ひ聞え給へること
9　
はり成ひたすら世になく成なん いはん方
ａ
　﹁た﹂の下に朱点。ただし、日本大学本には見えなかった。
ｂｄ
　﹁く﹂を朱墨でミセケチにし、
﹁う﹂と傍記。
ｃ
　﹁ほ﹂の右に朱墨で﹁を﹂と傍記。
︻異同︼
　
4　
を
　――
　
〈を﹀
　　　
5　
く
　――
　う
　　　
7　
おほしたて
　――
　おほしたておほしたて
???????????????????????????????????????
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8　
く
　――
　う
30ウ︵
32オ～
32ウ︶
1　
なくてやう〳〵忘れ草もをひやすらんきく
2　
ほとはちかけれといつまてとかきりある御別
3　
にもあらておほすにつきせすなん入道の
4　
宮にも東宮の御ことによりおほし け
5　
くさまいとさら り御すくせのほとをおほ
6　
すにはいかゝあ くおほされん し比は
7　
たゝ物ゝ
ａ
聞えなとのつゝましさにすこしな
8　
さけあるけ色みせはそれにつけて人のと
9　
かめいつることもこそとのみひ へに覚し
ａ
　﹁ゝ﹂の上から朱墨で﹁の﹂と表記。
︻異同︼
　
1　
をひ
　――
　おい
　　　　
3　
おほすに
　――
　おほすにおほすに
　　　
4　
東
　――
　春
　　
6　
く
　――
　くは
　　　
三．書き入れと日本大学本との相違
本帖の書き入れは、合点、朱点、朱墨による書き入れの三つに
分けられる。この三つの観点から、本帖の前半を整理したい。
本帖に書き入れられている合点は、第一五丁ウラ二行目﹁こと
なしにて﹂
、同丁九行目﹁ぬるゝかほ﹂についているもの以外は、
全て日本大学本と一致する。そして、日本大学本にはない二箇所の合点も含めて、合点が付されている箇所は、河海抄、ある は称
名
院︵三
条
西
公
条︶
［六］説
の
注
と
一
致
す
［七］る。ま
た、二
三
丁
ウ
ラ
の
﹁時
し
あ
ら
は﹂の
合
点
に
は、学
習
院
本、日
本
大
学
本
と
も
に﹁未
勘﹂と
傍
記
さ
れ
て
い
る
が、こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は、
﹃花
鳥
余
情﹄が
﹁哥
の
詞
有
へ
し
い
ま
た
見
い
た
し
侍
ら
す﹂
、﹃弄
花
抄﹄が﹁引
哥
未
見
心
は
明
也﹂
、称
名
院
説
が﹁時
あ
ら
は
や
か
て
か
へ
り
給
へ
の
心
也﹂と
いう注を付している。
次に、朱点についてだが、学習院本の朱点の位置と、日本大学
本の朱点の位置は、五〇か所が
一致す
［八］る。日本大学本は、白黒の
影印であるため、朱点の見逃しがある可能性も否定できないが、一致する五〇か所以外の朱点は、以下の通りである。︵一︶
　
学習院本にあって日本大学本にない箇所
　　　
一五丁オモテ二行目、三〇丁オモテ三行目
︵二︶
　
日本大学本にあって学習院本にない箇所
　　　
八丁ウラ六行目、一二丁ウラ一行目
この四か所については書写時の写し忘れや誤写が考えられる。
そもそも、朱点は、句読点を打つ位置と一致する可能性が高い。ただし、右掲の異同のある四か所のうち、一二丁ウラ一行目は、﹁人もなくけにそあはれ・なる御ありさま﹂
、三〇丁オモテ三行目
は、
﹁出
入
給
ひ
し
か
た・よ
り
ゐ
給
し﹂と
な
っ
て
お
り、句
読
点
の
位
置とずれているといえる。一致する五〇か所の中にも、句読点位置とは明らかにずれるものもあるが 異同のある四か所のうち
??????????????????? 4?
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の二か所が句読点に一致しないことは、誤写の可能性が高いといえよう。
次に、朱墨による書き入れだが、これは、学習院本を書いた後
に、他の本を用いて校合した痕跡であると考えられる。学習院本には朱墨による書き入れ 多いが、このうち、八一か所が日本大学本の本文と一致する 校合に用 たほか 本が 日本大学本そのものであるとは考 にくいが、少なくとも、日 大学本に近しい本文を用いていたことは確実であろう。
最後に、本帖の前半のみの翻刻と日本大学所蔵三条西家本との
比較の結果を簡単にまとめる。
①
　
 合点は、
﹃河海抄﹄
、称名院︵三条西公条︶説と一致する箇
所が大半を占めること。
②
　
 朱点、朱墨による書き入れが日本大学本と一致する箇所が極めて多いことから、日本大学本に近い本を基に校合されたといえること。
注［一］
　
佐
々
木
孝
浩︵
﹃日
本
古
典
書
誌
学
論﹄笠
間
書
院、二
〇
一
六
年︶は
以
下の
ように述べる。
　　　　
 薄
い
紙
で
も
一
度
折
っ
て
折
目
を
下
に
揃
え
て
か
ら
重
ね
用
い
れ
ば
綴
葉
装
を
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
る。こ
の
や
や
特
殊
な
装
訂
も
様
々
な
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
が、こ
こ
で
は﹁折
紙
綴
葉
装﹂と﹁複
式
列
帖
装﹂の
名称を紹介しておきたい。
［二］
　
佐
々
木
孝
浩︵注
一
に
同
じ︶は、
﹁折
紙
綴
葉
装﹂に
つ
い
て、以
下
の
ように述べる。
　　　　
 安
価
な
紙
で
高
級
な
装
訂
が
製
作
で
き
る
こ
と
に
加
え
て、重
い
斐
紙
で
製
作
さ
れ
る
綴
葉
装
と
は
異
な
り、軽
量
な
本
が
で
き
る
点
も
特
徴
で
あ
る。そ
の
使
用
率
は
綴
葉
装
全
体
で
は
極
め
て
少
数
だ
が、十
五、
六
世
紀
頃
に
全
国
を
旅
し
て
連
歌
を
指
導
し、そ
の
実
作
に
必
要
と
な
る
古
典
文
学
を
講
じ
て
い
た
連
歌
師
達
の
用
い
た
書
物
に
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
のは、軽量でありながら見栄えも良かったことが理由であろう。
［三］
　﹃日
本
大
学
蔵
　
源
氏
物
語
　
第
三
巻
　
三
條
西
家
証
本
　
三﹄平
文
社、
一九九五年
［四］
　
松
尾
檀﹁学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
蔵
 三
條
西
家
旧
蔵
本
攷
︵一︶
：伊
勢
物
語
其
一﹂
﹃学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌﹄第
九
号、一
九
六六年
［五］
　
池田亀鑑﹃源氏物語大成﹄第二巻、中央公論社、一九八四年
［六］
　
な
お、
﹃岷
江
入
楚﹄に
お
い
て、称
名
院︵三
条
西
公
条︶説
は、
﹁秘﹂
と表記される。
［七］
　
中
田
武
司
編﹃源
氏
物
語
古
注
集
成
 第
一
二
巻
 岷
江
入
楚
 第
二
巻﹄桜
楓
社、一九八四年一月を参照。
［八］
　
学
習
院
大
学
本
と
日
本
大
学
本
の
朱
点
の
位
置
が
一
致
す
る
箇
所
に
は
波
線
を引いてある。
＊本稿は、ＪＳＰＳ科研費
17K
13392
の助成を受けたものである。
︵むとう
　
ながこ
　　
学習院大学国際研究教育機構ＰＤ共同研究員︶
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Commentary on and a Reprint of a Volume of ?Suma?, 
the 12th Chapter of Genji Monogatari, Held by  
Gakushuin University and Previously Owned  
by the Sanjonishi Family: 
A Comparison with the ?Suma? Held by Nihon University and Also 
Previously Owned by the Sanjonishi Family ?First Half?
Nagako Muto
Abstract
Gakushuin University holds a volume of the “Suma” chapter from the Tale of Genji 
?Genji monogatari? which was copied in the early Edo period, and whose binding is 
the origami tetsuyousou. It must be noted that the volume was previously owned by 
the Sanjonishi family, since this type of binding was generally seen in the libraries of 
renga poets. Moreover, the volume is precious because of its especially small size 
?13.6 cm long and 9.8 cm wide? and the temporary binding thread. It is also signifi-
cant that the relationship between the Sanjonishi family and the Koga family can be 
inferred from a note by “the maid of the Nyudo Koga” ????????? on the end 
paper of the back cover. Therefore, this study includes a reprint of the text and the 
notes in this volume and evaluates it by comparison with the volume of the same 
chapter held by Nihon University and which also belonged to the Sanjonishi family.
